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長年にわたるイノベーションの歴史
KODAKは、長年にわたって蓄積してきた色と画像に関する革新的な技術により、700件を超える豊富な特許を保有しています。
これらの特許は、プロダクション インクジェット プリンティングシステムKODAK PROSPERプレスファミリーを支える
インクジェット テクノロジーの基礎を形成しています。
インクジェット プリンティングは、プリンティングシステムとインク、印刷物間の基礎的な相互作用に影響されます。
この課題に対して、KODAKではプリントヘッドとKODAK EKTACOLORインクだけでなく
KODAK OPTIMAXプライマーまで自社で開発・製造することで
インクと用紙間で発生する相互作用を最適化し、プロダクションレベルとして十分なスピードと高品質な印刷結果を達成しています。
これにより、KODAKは、ほとんどの競合企業が提案不可能な比類ないソリューションを提供しています。
また、数十年にわたって、モノクロのインプリンティング分野で非常に高い生産性と信頼性を示してきた
KODAKのコンティニュアス インクジェット テクノロジーは、現在、一般商業印刷やパッケージ印刷といった
よりカラーリッチな印刷分野でも十分な効果を発揮しています。

KODAKのStreamジェッティング モジュール：PROSPER Sシリーズ、PROSPER Plus、PROSPER 1000、5000、6000、EVO Mプレスで採用
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KODAKのコンティニュアス インクジェット テクノロジー
（CIJ）の優位性

KODAK Streamインクジェット テクノロジーのプリントヘッドは、
コンティニュアス インクジェットと呼ばれる独自技術を採用してい
ます。コンティニュアス インクジェットの優位性は、3,000フィー
ト(約900m)/分の最高印刷スピードでも非常に正確なドット配
置を制御できる点です。

粒子を微細化した水性顔料インク

KODAK PROSPERシステムの高い信頼性と品質、低ランニング
コストは、KODAKが独自開発したプリントヘッドと水性インクに
よるものです。PROSPERシステムが使用する水性EKTACOLOR
インクの開発にあたっては、KODAKのビジネス戦略における重要
かつ基本的な考え方が反映されています。すなわち「インクコスト
を低く抑えること」そして「インクをできるだけシンプルなものにす
ること」でした。このために厳選されたシアン、マゼンタ、イエロー、
ブラックの各顔料の粒子を微細化（写真 1）し、粒径の変動を極め
て小さくするKODAK独自の微細化技術を採用しています。顔料
粒子の直径は、そのほとんどが50nm（ナノメートル＝10億分の
1m）未満です。競合する粒子方式では、この微細化レベルに迫るこ
とはできません。より微細な顔料粒子を使用することでインク層
が非常に薄くなるため、光の散乱も削減できます（写真2）。これに

より画像品質を犠牲にすることなく、クリアな色と豊かで優れた色
域が再現できるようになりました。また広色域の顔料粒子を高密度
に分布させることで、低濃度でも卓越した印刷品質を実現。ランニ
ングコストの低減化にも貢献しています。

独自開発のプリントヘッド

KODAK Streamテクノロジーのもうひとつの重要な利点は、高性
能プリントヘッドによるドロップ配置の正確さと均一性です。プリ
ントヘッドのノズルプレートからインクドロップが噴射されるとき、
その速度は毎秒66フィート(20m)にも達します。約26フィート
(8m)平均の競合するドロップ オンデマンド(DOD)システムと比
べると、そのスピードの違いは明らかです。これによって、ドロップ
配置の精度が高まるだけでなく、プリントヘッドのノズルプレート
を印刷物から離すことができるようになりました。なぜ、これが重
要なのでしょうか。印刷物 (用紙、厚紙、フィルムなど）は高速でプ
リントヘッドの下を通過します。もしプリントヘッドの位置が用紙
に近すぎると、波打った用紙や凹凸のある特殊用紙を通したとき、
プリントヘッドが用紙に接触して損傷する可能性があります。ヘッ
ドと用紙の間隔が離れていれば、こうしたトラブルを確実に回避
できます。またスピードが速いと精度が高くなるのは何故でしょう
か？たとえば、非常に風の強い中、ボールを投げる場面を想像して
ください。ボールを速く投げるほど、軌道の変化は起きづらくなり
ます。「ドロップの高速生成によって、正確な着弾精度を実現する」
…こうしたStreamテクノロジーのメカニズムこそが、高品質を安
定生産する鍵となっています。

写真 1：KODAKの顔料粒子（左）と従来の顔料粒子（右）のサイズ比較

写真 2：KODAKインクの透明度。粒子を微細化したKODAKの顔料インク
(左）を通る光は、競合インク(右）のように散乱しません。
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写真3：KODAK Streamによるドロップ配置：ほぼ真円に近い美しいKODAKのドロップ(左）とカタチの崩れたDOD方式(右）のドロップ。

シャープで美しいドロップ生成

KODAK Streamプリントヘッドのさらなる特長は、各ドロップが
ほぼ完全な真円であるということです(写真3）。この結果、競合の
ドロップ オンデマンド(DOD)方式で見られるような不規則性や不
自然なアーチファクトのないカタチの整った網点を印刷物上に再
現できます。Streamテクノロジーによるインクドロップは、ノズル
を通じて連続的なインクフローの表面エネルギーを変化させる加
熱ヒーターによって生成されます。DOD方式では、ノズル内部の
圧電振動や熱によるバブルによって印刷が必要な時だけドロップが
生成されます。このDODドロップ生成方式では、涙型のティアド
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ロップがつくられ、メインドロップの周りに小さなドロップが生じや
すくなります。尾が付いているように見える競合会社の「カタチの
崩れたドロップ」と比べ、KODAKのドロップが「非常に美しい真円
に近いカタチ」をしていることに注目してください。

よりシャープなドロップ生成、正確なドロップ着弾精度に加え、
KODAKのカラーマネージメントおよびスクリーニング技術を組み
合わせることで、高速かつ高品質な卓越した印刷結果を得ることが
できます。



KODAK のStreamドロップは、
コンティニュアス インクフローの
表面エネルギーを変化させる
加熱ヒーターによって生成されます。

“
従来のオフセット印刷方式に匹敵するスピードと品質

KODAK Streamインクジェット テクノロジーのスピードと高い印
刷品質は、従来の印刷方式と比較しても劣ることはありません。実
際、アナログ印刷機に搭載されたPROSPERインプリンティング 
システム（Streamプリントヘッド）では、印刷機の高速スピードに
対応すると共に、従来の印刷方式に匹敵する印刷品質の再現が可
能です。毎分3,000フィート(約900m）の最高印刷スピードを誇
るStreamプリントヘッドは、フレキソ印刷機、オフセット印刷機、
グラビア印刷機に搭載するために必要十分な速度と、商印／パッ
ケージ印刷といったハイエンドの印刷分野にも適する品質レベル
を同時に実現できます。

20,000

1時間あたりの印刷枚数

B2オフセット印刷機 PROSPER 7000 TURBOプレス

枚以下

パーソナライズ印刷は不可

34,000枚以上
パーソナライズ印刷が可能

またスタンドアロンのKODAK PROSPERインクジェットプレス
は、枚葉オフセット印刷機や輪転印刷機からの買い替え用途として
検討される場合もあります。
生産性の簡単な比較を下の図に示しています。典型的なB2サイズ
の枚葉オフセット印刷機は、最大で毎時 15,000～ 20,000枚の
スピードで運用できます。B2サイズの印刷なら、最大用紙幅24.5
インチ(622mm）に対応したPROSPERプレスが最適です。B2
用紙(ISO規格の場合）の印刷長は707mm(2.3フィート）なの
で、毎分 1,345フィート（約410m）の印刷スピードで運用できる
KODAK PROSPER 7000 Turboプレスなら、1分間に約580枚、
1時間で34,000枚以上の印刷が可能です。



図 1：オフセット印刷用インクとの色域の比較：EKTACOLORインクの色域は、オフセットインクよりもはるかに広くなっています。
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オフセット印刷機からデジタル印刷機へ

KODAK PROSPERプレスなら、これまでのデジタル印刷機が抱
えていたスピードという課題についても懸念する必要はありませ
ん。また色域の広いEKTACOLORインクを採用することで、より
鮮やかな色再現が可能となりました。（下図を参照）さらに可変デー
タ印刷はもちろん、データの一元管理が可能な「仮想ドキュメント 
リポジトリ」としても機能するなど、デジタル印刷機ならではのメ
リットは印刷ビジネスに新しい可能性をもたらしてくれます。前準
備に手間と時間がかかり、複数の刷版と多くの損紙を使うオフセッ
ト印刷機のプロセスを諦めて、デジタル印刷機に移行する商業印刷
会社は今後もさらに増えてゆくでしょう。

KODAK eKtACOLOrインク KODAK eKtACOLOrインク

GrACoL SWOP



図2：KODAK Streamによるインクドロップのエア偏向とプリントヘッドの動作

印刷メディア

補助エア

ポジティブエア ネガティブエア

インクの回収・リサイクル

インクドロップの噴射
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競合するDOD方式との比較

今日、市場に導入されているKODAK製品を除くほとんどの高速
インクジェット システムでは、ドロップ オンデマンド(DOD）と呼ば
れる技術が採用されています。このDOD技術では、熱(サーマル
式DOD）または圧力(ピエゾ式DOD）によって、必要な時だけイン
クドロップを生成します。KODAKのコンティニュアス インクジェッ
ト(CIJ）は、その名前が示す通り、各ノズルを通じて連続的なイン
クフローを噴射し、用紙に向かって高速にドロップを噴きつけてい
ます。このドロップは、印刷に必要な「プリントドロップ」と回収・リ
サイクルされる「非プリントドロップ」に分かれます。「プリントドロッ
プ」は用紙に着弾し、「非プリントドロップ」はエアの力で向きを変

えて(上図を参照）、プリンター内でリサイクルされます。DOD方
式とCIJ方式の決定的な違いは、インクドロップを「必要な時だけ」
噴射するのか、それとも「連続的＝コンティニュアス」に噴射するの
かという点です。DOD方式では、使用していないノズルに付着した
インクが乾燥してノズルを詰まらせることのないように、インクの
中に保湿剤が多く含まれています。もちろんすべてのインクジェッ
トシステムには、インク内に多少の保湿剤が必要ですが、DOD方
式の場合、保湿剤の含有率を高めることで、この問題を克服しよう
としています。しかし、保湿剤を多く含んだインクを使うと光沢紙
やプラスチックフィルムなど非吸収性の原反での乾燥性能が悪くな
り、生産性そのものの低下にもつながりかねません。



KODAK Streamテクノロジーを搭載したカラー／モノクロ印刷機と
ハイブリッド印刷に対応したプリントヘッドシリーズをラインアップ

KODAKは、Streamプリントヘッド テクノロジーを採用したカラーとモノクロの印刷機を提供し、
カラー印刷機には次の4つの機種を取り揃えています。

• KODAK PROSPER 7000 Turboプレスは、世界最速のインクジェット印刷機で、最高印刷速度は毎分 1,345 フィート（約410m）です。
 この印刷機には、印刷会社の仕事内容にあわせて次の3つの印刷モードを用意しています。
 ─ 高速・低カバレッジ印刷モード、一般商業印刷に最適な中カバレッジ印刷モード、高カバレッジ印刷モード
• KODAK PROSPER 6000Cプレスは、一般商業印刷会社に最適な両面カラー印刷機です。最大ウェブ幅は25.5インチ(648mm）、
 最大カットオフ長は54インチ(1,372mm）で、最高印刷速度は毎分 1,000フィート(約300m）です。
 用紙斤量も42～ 270gsmまで対応できます。
• KODAK PROSPER 6000Pプレスは出版印刷会社に最適な両面カラー印刷機で、仕様は6000Cとほぼ同様です。
• KODAK PROSPER 6000Sプレス(スタンドアロン／ハイブリッド）は、紙器パッケージ、紙包装紙、室内装飾などの
 印刷用途に適した片面カラー印刷機です。

Streamプリントヘッド テクノロジーはモノクロ印刷機のKODAK PROSPER 1000 Plusプレスにも搭載されています。
これまでKODAKのフルページ インクジェット プリンティングシステムで生産された印刷物の大半は、
このPROSPER 1000プレスとPROSPER 6000プレスによるものですが、プリントヘッドを印刷機や後加工システムに取り付ける
インプリンティング用に開発されたStream製品ファミリーも用意しています。
こうしたプリントヘッドタイプのソリューションとしてKODAKは、PROSPER Sシリーズと
PROSPER Plusインプリンティング システムをラインアップしています。
最高印字速度はKODAK PROSPER S5で毎分500フィート(約 152m）、
KODAK PROSPER S30で毎分3,000フィート(約900m）を実現しています。

KODAK PROSPER 7000 Turboプレス
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PROSPERインプリンティング ソリューションは、600×900dpi
の最高解像度をサポートし、ダイレクトメール、パッケージ、バー
コード、ナンバリング、室内装飾、案内状、チラシ、折り込み広告
といった幅広い印刷分野で活躍しています。KODAKのインク
に最適化されたOPTIMAXプライマーと共に使用することで、
Stream技術は紙への印刷だけでなく、軟包装材やラベルなどの
非吸収材への印刷分野でも活用できます。

KODAKのパートナー企業も、自社製品にStreamプリントヘッ
ドを採用しています。例えば、軟包装材用に設計されたUTECO 
SAPPHIRE EVO Mプレスは、KODAKのStreamプリントヘッド
とEKTACOLORインク、OPTIMAXプライマーを採用しています。
このSAPPHIRE EVO Mは、「2020 InterTech Technology 
Award」ならびに「Keypoint Intelligence 2021 Outstanding 
Achievement Award」を受賞しました。

PROSPERで印刷されたハイブリッドパッケージ

ULTRASTREAMプリントヘッド

KODAKでは、Streamプリントヘッド以外にもコンティニュ
アス技術を利用した製品を開発・提供しています。KODAK 
ULTRASTREAMインクジェット テクノロジーは、最新のプリ
ントヘッドで、Streamと同様、多くのメリットを備えています。
StreamとULTRASTREAMテクノロジーの主な違いは、「非プリ
ントドロップ」の回収方法にあります。Streamはエアの力でドロッ
プの向きを変えているのに対して、ULTRASTREAMは静電気を
利用しています。静電偏向を採用することで、ULTRASTREAM
プリントヘッドは4pl(ピコリットル＝1兆分の 1リットル）未満の
極小ドロップを生成し、最高600×1,800dpiという高い印刷解
像度を再現できるようになりました。ULTRASTREAMテクノロ
ジーの詳細については、KODAKのホワイトペーパー「KODAK 
ULTRASTREAM：Productivity, Quality, and Flexibility」を参
照してください。
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重要なキーワード

コンティニュアス インクジェット(CIJ）：KODAKと産業用インク
ジェット プリンティング システム(他社メーカー)が採用している
プリントヘッド テクノロジー。
ドロップ オンデマンド(DOD)インクジェット：家庭／オフィス向
けプリンターで一般的に利用されているプリントヘッド テクノロ
ジーで、プロダクション システムでは機能を拡張。
デューティサイクル：プロダクション プリンティングシステムが 1カ
月間に出力できる最大生産量。(通常A4／レターサイズのページ
単位で表示）
保湿剤：プリントヘッドのノズル詰まりとインクの乾燥を防ぐため
に使用されるインクジェット インクの化学成分。
粒子の微細化技術：50nm未満に顔料粒子を微細化し、粒径の変
動を非常に小さくするKODAKの独自技術。

印刷関連会社の主力機として高生産性を実現

KODAK Streamインクジェット テクノロジーは、インプリンティング用途でも、スタンドアロンシステムでも、
低ランニングコスト、高い印刷品質、高生産性を実現します。シンプルな設計思想とプリントヘッドの高信頼性を
統合したプラットフォームは幅広い印刷関連会社で真の主力機として活躍するでしょう。一般商業印刷分野では
オフセット印刷機やオフ輪印刷機の置き換え需要として、パッケージング印刷分野では新しいビジネスチャンス
の開拓に寄与します。また、プリント オンデマンドとバリアブル印刷機能と組み合わせることで、将来にわたっ
て有用性の高いプラットフォームとして活用できます。

KODAK OPTIMAXプライマー：KODAKが開発したプレコー
ティング剤で、インクと紙の相互作用を促進。顔料を瞬時に固定し
紙だけでなくプラスチックなどの原反にも素早く接着。
KODAK Streamテクノロジー：KODAKのPROSPER 1000プ
レス、PROSPER 6000プレスをはじめ、軟包装材用として開発
されたUTECO SAPPHIRE EVO Mプレスなど、パートナー製品
でも採用されているエア偏向タイプのCIJプリントヘッド テクノロ
ジー。
KODAK EKTACOLORインク：KODAK Streamテクノロジー 
ソリューション用に開発された、KODAKの特許取得済みのマイク
ロメディア ミリングプロセスを利用した、水ベースの顔料および染
料ベースのインク。
KODAK ULTRASTREAMテクノロジー：KODAK PROSPER 
ULTRA 520プレスをはじめ、軟包装材用として開発された
UTECO SAPPHIRE EVO Wプレスなど、パートナー製品でも採
用されている静電偏向タイプのCIJプリントヘッド テクノロジー。

Streamプリントヘッドは、フレキソ／オフセット／グラビアなどの
高速印刷機や後加工システムへの搭載に必要十分なスピードと、
一般商業印刷／パッケージ印刷など、幅広い印刷用途に適合した
高い品質レベルを提供します。

“
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